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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年12月16日(2021.12.16)

【公開番号】特開2021-175000(P2021-175000A)
【公開日】令和3年11月1日(2021.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2021-053
【出願番号】特願2020-74282(P2020-74282)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2021.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/235    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ８００　
   Ｇ０２Ｂ    5/04     　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ   17/02     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｈ
   Ｇ０２Ｂ    5/26     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/28     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ４００　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ２９０　
   Ｈ０４Ｎ    5/235    ５００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月5日(2021.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察部位からの光のうち入射したＩＲ光をＩＲイメージセンサに受光させるＩＲプリズ
ムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した可視光を可視イメージセンサに受光させる可視プ
リズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した特定波長帯光を特定イメージセンサに受光させる
特定プリズムと、
　前記ＩＲイメージセンサ、前記可視イメージセンサおよび前記特定イメージセンサのそ
れぞれの撮像出力に基づいて、前記観察部位のＩＲ映像信号、可視映像信号、特定映像信
号を生成し、前記ＩＲ映像信号、前記可視映像信号および前記特定映像信号を合成してモ
ニタに出力する映像信号処理部と、を備える、
　３板式カメラ。
【請求項２】
　前記特定波長帯光は、前記可視光と同一の波長帯を有する第２可視光であり、
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　前記映像信号処理部は、前記可視映像信号と前記第２可視光に基づく第２可視映像信号
を合成して広ダイナミックレンジ映像信号を生成し、前記広ダイナミックレンジ映像信号
と前記ＩＲ映像信号とを合成する、
　請求項１に記載の３板式カメラ。
【請求項３】
　前記特定波長帯光は、前記可視光と同一の波長帯を有する第２可視光であり、
　前記映像信号処理部は、前記可視映像信号と前記第２可視光に基づく第２可視映像信号
を合成して高解像度映像信号を生成し、前記高解像度映像信号と前記ＩＲ映像信号とを合
成する、
　請求項１に記載の３板式カメラ。
【請求項４】
　前記特定波長帯光は、前記ＩＲ光と異なる近赤外波長帯を有する第２ＩＲ光であり、
　前記映像信号処理部は、前記ＩＲ映像信号と、前記可視映像信号と、前記第２ＩＲ光に
基づく第２ＩＲ映像信号とを合成する、
　請求項１に記載の３板式カメラ。
【請求項５】
　前記特定波長帯光は、前記可視光より短い波長帯を有するＵＶ光であり、
　前記映像信号処理部は、前記ＩＲ映像信号と、前記可視映像信号と、前記ＵＶ光に基づ
くＵＶ映像信号とを合成する、
　請求項１に記載の３板式カメラ。
【請求項６】
　観察部位からの光のうち入射した第１可視光を第１可視イメージセンサに受光させる第
１可視プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第２可視光を第２可視イメージセンサに受光させ
る第２可視プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した特定波長帯光を特定イメージセンサに受光させる
特定プリズムと、
　前記第１可視イメージセンサ、前記第２可視イメージセンサおよび前記特定イメージセ
ンサのそれぞれの撮像出力に基づいて、前記観察部位の第１可視映像信号、第２可視映像
信号、特定映像信号を生成し、前記第１可視映像信号と、前記第２可視映像信号と、前記
特定映像信号とを合成してモニタに出力する映像信号処理部と、を備える、
　３板式カメラ。
【請求項７】
　前記特定波長帯光は、前記第１可視光および前記第２可視光と同一の波長帯を有する第
３可視光であり、
　前記映像信号処理部は、前記第１可視映像信号と、前記第２可視映像信号と、前記第３
可視光に基づく第３可視映像信号とを合成して広ダイナミックレンジ映像信号を生成する
、
　請求項６に記載の３板式カメラ。
【請求項８】
　前記第１可視プリズムおよび前記第２可視プリズムのそれぞれは、前記特定プリズムよ
りも前記観察部位側から遠くに配置される、
　請求項６に記載の３板式カメラ。
【請求項９】
　観察部位からの光のうち入射したＩＲ光をＩＲイメージセンサに受光させるＩＲプリズ
ムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した可視光を可視イメージセンサに受光させる可視プ
リズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第１特定波長帯光を第１特定イメージセンサに受
光させる第１特定プリズムと、
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　前記観察部位からの光のうち入射した第２特定波長帯光を第２特定イメージセンサに受
光させる第２特定プリズムと、
　前記ＩＲイメージセンサ、前記可視イメージセンサ、前記第１特定イメージセンサおよ
び前記第２特定イメージセンサのそれぞれの撮像出力に基づいて、前記観察部位のＩＲ映
像信号、可視映像信号、第１特定映像信号、第２特定映像信号を生成し、前記ＩＲ映像信
号と、前記可視映像信号と、前記第１特定映像信号と、前記第２特定映像信号とを合成し
てモニタに出力する映像信号処理部と、を備える、
　４板式カメラ。
【請求項１０】
　前記第１特定波長帯光は、前記ＩＲ光と異なる近赤外波長帯を有する第２ＩＲ光であり
、
　前記第２特定波長帯光は、前記可視光より短い波長帯を有するＵＶ光であり、
　前記映像信号処理部は、前記ＩＲ映像信号と、前記可視映像信号と、前記第２ＩＲ光に
基づく第２ＩＲ映像信号と、前記ＵＶ光に基づくＵＶ映像信号とを合成する、
　請求項９に記載の４板式カメラ。
【請求項１１】
　前記第１特定波長帯光は、前記可視光と同一の波長帯を有する第２可視光であり、
　前記第２特定波長帯光は、前記可視光より短い波長帯を有するＵＶ光であり、
　前記映像信号処理部は、前記可視映像信号と前記第２可視光に基づく第２可視映像信号
とを合成して広ダイナミックレンジ映像信号を生成し、前記広ダイナミックレンジ映像信
号と、前記ＩＲ映像信号と、前記ＵＶ光に基づくＵＶ映像信号とを合成する、
　請求項９に記載の４板式カメラ。
【請求項１２】
　前記第１特定波長帯光は、前記可視光と同一の波長帯を有する第２可視光であり、
　前記第２特定波長帯光は、前記ＩＲ光と異なる近赤外波長帯を有する第２ＩＲ光であり
、
　前記映像信号処理部は、前記可視映像信号と前記第２可視光に基づく第２可視映像信号
とを合成して広ダイナミックレンジ映像信号を生成し、前記広ダイナミックレンジ映像信
号と、前記ＩＲ映像信号と、前記第２ＩＲ光に基づく第２ＩＲ映像信号とを合成する、
　請求項９に記載の４板式カメラ。
【請求項１３】
　観察部位からの光のうち入射した第１可視光を第１可視イメージセンサに受光させる第
１可視プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第２可視光を第２可視イメージセンサに受光させ
る第２可視プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第１特定波長帯光を第１特定イメージセンサに受
光させる第１特定プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第２特定波長帯光を第２特定イメージセンサに受
光させる第２特定プリズムと、
　前記第１可視イメージセンサ、前記第２可視イメージセンサ、前記第１特定イメージセ
ンサおよび前記第２特定イメージセンサのそれぞれの撮像出力に基づいて、前記観察部位
の第１可視映像信号、第２可視映像信号、第１特定映像信号、第２特定映像信号を生成し
、前記第１可視映像信号と、前記第２可視映像信号と、前記第１特定映像信号と、前記第
２特定映像信号とを合成してモニタに出力する映像信号処理部と、を備える、
　４板式カメラ。
【請求項１４】
　前記第１特定波長帯光は、前記第１可視光と同一の波長帯を有する第３可視光であり、
　前記第２特定波長帯光は、前記第１可視光より長い波長帯を有するＩＲ光であり、
　前記映像信号処理部は、前記第１可視映像信号と前記第２可視映像信号と前記第３可視
光に基づく第３可視映像信号とを合成して広ダイナミックレンジ映像信号を生成し、前記
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広ダイナミックレンジ映像信号と、前記ＩＲ光に基づくＩＲ映像信号とを合成する、
　請求項１３に記載の４板式カメラ。
【請求項１５】
　前記第１可視プリズムおよび前記第２可視プリズムのそれぞれは、前記第１特定プリズ
ムおよび前記第２特定プリズムよりも前記観察部位側から遠くに配置される、
　請求項１３に記載の４板式カメラ。
【請求項１６】
　観察部位からの光のうち入射した第１可視光を第１可視イメージセンサに受光させる第
１可視プリズムと、
　前記観察部位からの光のうち入射した第２可視光を第２可視イメージセンサに受光させ
る第２可視プリズムと、
　前記第１可視イメージセンサおよび前記第２可視イメージセンサのそれぞれの撮像出力
に基づいて、前記観察部位の第１可視映像信号および第２可視映像信号を生成し、前記第
１可視映像信号および前記第２可視映像信号を合成してモニタに出力する映像信号処理部
と、を備える、
　カメラ。
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